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（社会福祉法人北海道リハビリー） 

 

利用者の人権に関する指針 

 

Ⅰ 趣旨 

本法人は、利用者個人が尊厳をもってその人らしい自立した生活が送れるよう、利用者の全人

格を尊重し、個々が内包するあらゆる可能性を導き、自立することを主眼として、すべての職員

がこれらを認識し、本指針を遵守して福祉の増進に努めることとする。 

 

Ⅱ 人権の尊重 

 ⑴ 利用者の障がいや個性を正しく理解し、利用者及びその家族等の基本的人権を尊重する。 

 ⑵ 利用者の市民としての基本的な権利行使に配慮し、必要な支援を行う。 

 ⑶ 利用者の生活及び作業上において、希望や意見が施設運営に反映されるよう努める。 

 ⑷ 利用者の活動範囲が広がるように、ニーズの把握に努め、適切な支援を行う。 

 ⑸ 利用者の主体的活動については、その意向を尊重し、必要な支援を行う。 

 ⑹ 利用者の健康管理及び事故防止等には、最大限の配慮と支援を行う。 

 

Ⅲ プライバシーの保護 

  利用者それぞれのプライバシーが尊重されるよう、次に掲げる事項を基本として定める。 

 ⑴ 利用者及びその家族の個人情報は、法の下に保護されるべき私的利益ないし権利であり、こ

れを尊重する。 

 ⑵ 施設利用に関しての利用者の個人情報は、事業所がその責任において保護・管理する。 

 ⑶ 業務上における利用者の個人情報は、各部署で保護・管理し、その責任は所管の責任者とす

る。 

 ⑷ 利用者の個人情報を業務上取り扱う場合は、所管の責任者の指示、許可を受けるものとする。

その主なものは次のとおりとする。 

  ① 個人情報の撮影、複写、録音、搬出、移動等 

  ② 個人のプライバシーに関わる居室等の立ち入り又は見学等。 

  ③ その他個人情報事項の保護・管理上必要と認められる場合。 

 

Ⅳ 人権の擁護 

  利用者の人権等を厳守し、その侵害を防止するため、次に掲げる事項を定めてこれを厳守する。 

 ⑴ 利用者に対する職員の体罰等は、厳にこれを禁止し、すべての職員がこれを遵守するものと

する。 

 ⑵ 体罰とは、物理的行為によって身体に侵害を加える場合、又は社会通念上認められない精神

的・肉体的苦痛を生じさせるものをいう。 


